
◆企 画 名  KUサポーターズ夏季自主研修合宿 

日  程  平成 23年 9月 13日（火）～9月 15日（木） 

場  所  高槻キャンパス 高岳館 

参加者数  17名（ピア・サポータ 15名、職員 2名） 

目  的 

これまでの活動をふりかえり、秋学期以降の活動に向けて体制を整えるため、ミーティン

グを中心とした企画を用い全員でしっかり考え、話し合う機会とする。 

 また、よりよい活動を行えるよう、メンバー間の親睦や信頼関係を深めるために、ゲーム

やワークを行う。 

内  容 

・ファシリテーション企画のリハーサルおよび改善点等を議論するミーティング 

10月に行うファシリテーション企画のリハーサルを行い、どのようにしたらより良くなる

かサポータと意見交換をした。 

・相談トレーニング 

サポータ同士でグループを作り、各グループ内で相談をする側と聞く側に分かれて自由に

シミュレーションした。 

・これまでのほっこり相談室来談者のケース検討 

これまでの相談活動で困ったことなどを、学生相談室の先生にアドバイスをいただきなが

ら、対応について考察した。 

・メンバー間の親睦をはかるゲーム企画 

質問カードを使いながら、メンバー自身について語り合った。 

・ピア・コミュニティおよび KUサポーターズに関する今後に向けての話し合い 

ピア・コミュニティの現状について情報を共有した。 

・共同作業ワーク（コラージュ） 

模造紙１枚に雑誌の切り抜きを貼ったり、絵を描いたりして、全員で一つの作品を作り上

げた。 

・秋季以降の活動に関するミーティング 

感  想 

普段サポータが一斉に集まることは難しく、今回はメンバー間でそれぞれの考えに触れ、

ワークなどを一緒に楽しむことができる良い機会となり、実りも多かったと感じる。 

特にほっこり相談室の運営の在り方に関して意見を述べ合うことで、皆高い意識を持っ

ていることを確認できた。曖昧だった部分の方向性を明確にして共有する機会にもなった

ことがとても良かったと思う。 

何より仲間とずっと共に行動することで様々な話もでき、互いのことをさらに知れたの

で良いチーム作りにつながると感じた。 

改善点 

・スケジュールは柔軟に対応することができたが、それぞれの企画で時間配分に気を付け

るとなお良かったのではないか。 

・メンバーが疲れて企画中に少しだらけてしまった場面も見られたので、時々は気分転換

をさせてメリハリをつけるようにすれば良かった。 

 


